
西
岡
久
靹
教
授
略
歴

大
正
五
年
一
月
一
〇
日

昭
和
一
二
年
三
月

同
　
　
一
六
年
一
二
月

同
　
一
六
年
四
月

同同

七六
年年
五＿
月月

同
　
一
九
年
七
月

同
二
〇
年
一
〇
月

同
　
二
〇
年
二
月

同
　
二
二
年
四
月

同
　
二
四
年
一
〇
月

佐
賀
県
佐
賀
郡
鍋
島
村
大
字
牡
蠣
久
二

五
二
五
に
出
生

佐
賀
高
等
学
校
文
科
甲
類
卒
業

東
京
帝
国
大
学
法
学
部
法
津
学
科
卒
業

満
洲
国
総
務
庁
高
等
官
試
補
（
総
務
庁

勤
務
）

満
洲
国
熱
河
省
勤
務

満
洲
国
地
方
事
務
官
（
喀
剛
沁
左
旗
公

署
勤
務
）

応
召

召
集
解
除
・
復
員

満
洲
国
行
政
残
務
処
理
に
よ
り
満
洲
国

官
吏
を
免
ぜ
ら
れ
る

地
方
教
官
・
佐
賀
県
立
佐
賀
農
芸
学
校

佐
賀
大
学
佐
賀
師
範
学
校
助
教
授
・
文

部
教
官

同同同同同同

二
五
年
一
〇
月

二
九
年
四
月

三
〇
年
一
一
月

三
二
年
五
月

三
七
年
四
月

三
八
年
七
月

同
　
四
一
年
四
月

同
　
四
二
年
四
月

同
　
四
三
年
四
月

佐
学
大
学
助
手
教
育
学
部

佐
賀
大
学
講
師
教
育
学
部
（
法
律
）

佐
賀
大
学
助
授
教
育
学
部
（
社
会
科
法

学
・
社
会
科
教
材
研
究
・
社
会
科
教
育

法
及
び
法
学
）

佐
賀
大
学
文
理
学
部
に
配
置
換

佐
賀
大
学
教
授
文
理
学
部

佐
賀
大
学
評
議
員
（
昭
和
四
二
年
七
月

ま
で
二
期
）

佐
賀
大
学
教
授
経
済
学
部
（
文
理
学
部

改
組
に
よ
る
）
資
格
審
査
の
結
果
教
授

（
憲
法
及
び
行
政
法
）
と
判
定
（
大
学

設
置
審
議
会
）

佐
賀
大
学
評
議
員
（
昭
和
四
四
年
三
月

ま
で
）

鹿
児
島
大
学
教
授
法
文
学
部
に
配
置
換
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同
　
四
四
年
四
月

同
　
五
四
年
四
月

同
　
五
五
年
四
月

同
　
五
六
年
四
月

法
学
科
（
憲
法
及
び
行
政
法
）

鹿
児
島
大
学
評
議
員
（
昭
和
四
五
年
硝

○
月
ま
で
）

鹿
児
島
大
学
評
議
員
（
昭
和
五
六
年
三

月
ま
で
）

鹿
児
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長

停
年
に
よ
り
退
職
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業

績

目

O
　
著
書
（
共
著
）

　
ω
　
教
養
憲
法
学
　
法
律
文
化
社
　
昭
和
三
八
年

　
②
現
代
の
法
学
法
律
文
化
社
昭
和
四
一
年

　
㈲
　
行
政
法
概
論
　
有
信
堂
　
昭
和
五
三
年

　
ω
　
現
代
行
政
法
概
論
　
有
信
堂
高
文
社
　
昭
和
五
五
年

口
　
論
　
文

　
ω
農
業
資
産
相
続
の
現
状
と
方
向
　
「
農
林
時
報
」
第
二

　
　
　
巻
三
号
　
昭
和
二
七
年

　
吻
　
執
行
権
の
優
位
と
自
由
の
保
障
　
佐
賀
大
学
文
理
学
部

　
　
　
「
法
経
論
集
」
第
二
号
　
昭
和
二
八
年

　
⑥
　
権
力
分
立
論
の
限
界
に
つ
い
て
　
「
公
法
研
究
」
第
八
号

　
　
　
昭
和
二
八
年

　
↑0
　
忠
誠
間
題
の
史
的
背
景
　
佐
賀
大
学
文
理
学
部
「
法
経
論

　
　
　
集
」
第
三
巻
一
号
　
昭
和
三
〇
年

　
⑥
　
破
壊
的
団
体
に
属
す
る
公
務
員
の
罷
免
　
「
法
律
時
報
」

　
　
　
第
二
七
巻
七
号
　
昭
和
三
〇
年

録

（拗　　（121　（11）　（1①　　（9〉　（8）　（7）　（6）

公
務
員
の
争
議
権
　
佐
賀
大
学
文
理
学
部
「
法
経
論
集
」

第
四
巻
二
号
　
昭
和
三
二
年

行
政
庁
の
事
実
認
定
と
実
質
的
証
拠
　
佐
賀
大
学
文
理
学

部
「
法
経
論
集
」
第
六
巻
一
・
二
合
併
号
　
昭
和
三
四
年

村
有
林
と
地
方
自
治
　
　
（
共
同
）
　
佐
賀
大
学
文
理
学
部

「
法
経
論
集
」
第
七
巻
丁
二
合
併
号
　
昭
和
三
四
年

新
町
村
の
建
設
（
一
）
　
「
自
治
研
究
」
第
三
七
巻
八
号

昭
和
三
六
年

新
町
村
の
建
設
（
二
）
　
「
自
治
研
究
」
第
三
七
巻
九
号

昭
和
三
六
年

新
町
村
の
建
設
（
三
）
　
「
自
治
研
究
」
第
三
七
巻
一
〇

号
　
昭
和
三
六
年

新
町
村
の
建
設
（
四
）
　
「
自
治
研
究
」
第
三
七
巻
二

号
　
昭
和
三
六
年

地
方
行
政
組
織
に
お
け
る
議
会
と
長
　
佐
賀
大
学
文
理
学

部
「
法
経
論
集
」
第
九
巻
一
号
　
昭
和
三
六
年
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（23）　⑳　⑳　（2①　（19　（1④　（17）　（16）　（15）　（⑳

平
等
の
原
理
　
小
林
孝
輔
・
星
野
安
三
郎
編
『
日
本
国
憲

法
史
考
』
　
昭
和
三
七
年

受
刑
者
の
人
権
　
福
岡
矯
正
管
区
文
化
部
「
九
州
矯
正
」

第
一
八
巻
三
号
昭
和
三
八
年

受
刑
者
と
読
書
の
自
由
　
「
九
州
矯
正
」
第
一
九
巻
三
号

昭
和
二
九
年

公
物
の
一
般
使
用
の
法
律
的
性
質
　
佐
賀
大
学
文
理
学
部

「
法
経
論
集
」
第
ニ
ニ
巻
｝
号
　
昭
和
四
〇
年

下
筆
ダ
ム
間
題
　
　
（
共
同
）
　
佐
賀
大
学
文
理
学
部
「
法

経
論
集
」
第
一
四
巻
一
号
昭
和
四
一
年

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
学
の
自
由
と
忠
誠
問
題
　
　
「
公
法

研
究
」
第
二
九
号
　
昭
和
四
二
年

町
内
会
・
部
落
会
の
現
況
と
問
題
点
　
「
都
市
問
題
」
第

六
〇
巻
六
号
　
昭
和
四
四
年

参
事
会
制
度
（
一
）
　
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
「
法
学
論

集
」
第
六
巻
一
号
　
昭
和
四
五
年

参
事
会
制
度
（
二
）
　
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
「
法
学
論

集
」
第
七
巻
一
号
　
昭
和
四
六
年

水
俣
病
と
行
政
の
責
任
　
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
「
法
学

（25）　　（2の

論
集
」
八
巻
一
号
　
昭
和
四
七
年

地
域
開
発
と
地
方
自
治
（
幅
）
　
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部

「
法
学
論
集
」
第
一
〇
巻
二
号
昭
和
五
〇
年

参
事
会
制
度
（
三
）
　
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
「
法
学
論

集
」
第
二
巻
二
号
昭
和
五
｝
年
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